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江
戸
の
職
人
技
を
継
承
す
る

台
東
区
の
伝
統
工
芸
品

浅
草
の
浅
草
寺
、
上
野
の
寛
永
寺
を
始
め

と
す
る
寺
町
と
し
て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た

台
東
区
は
、
江
戸
の
市
域
が
再
編
さ
れ
、
拡

大
す
る
に
つ
れ
て
多
く
の
職
人
が
集
ま
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
遊
里
（
吉
原
）

や
歌
舞
伎
・
人
形
浄
瑠
璃
の
劇
場
が
浅
草
に

移
さ
れ
、
浅
草
が
江
戸
随
一
の
盛
り
場
と
し

て
栄
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
職
人
の
技
能
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
の
も

と
、
台
東
区
に
は
多
く
の
職
人
が
集
ま
り
、

現
在
に
至
る
ま
で
伝
統
の
技
を
受
け
継
ぎ
、

活
躍
を
続
け
て
い
ま
す
。
台
東
区
の
伝
統

工
芸
品
に
は
、
シ
ャ
ー
プ
な
模
様
が
美
し

い
江
戸
切
子
、
金
釘
を
使
わ
ず
組
み
立
て

ら
れ
た
江
戸
指
物
の
箪
笥
類
、
提
灯
に
描

く
「
江
戸
文
字
」
に
職
人
の
個
性
が
表
れ

る
江
戸
手
描
提
灯
、
江
戸
漆
器
、
江
戸
押

絵
羽
子
板
な
ど
、
多
種
多
様
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

伝
統
工
芸
品
を
広
く
紹
介
す
る

「
江
戸
た
い
と
う
伝
統
工
芸
館
」

台
東
区
の
伝
統
工
芸
品
を
紹
介
し
て
い
る

「
江
戸
た
い
と
う
伝
統
工
芸
館
」
で
は
、
約

50
業
種
・
２
５
０
点
余
り
を
常
設
展
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
国
内
外
の
方

に
伝
統
工
芸
品
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
館
内
に
設
置
し
た
大
型
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
日
本
語
・

英
語
・
繁
体
字
・
簡
体
字
・
韓
国
語
で
各
工

芸
品
の
詳
し
い
解
説
が
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
正
月
行
事
を

復
活
さ
せ
た「
浅
草
流
鏑
馬
」

台
東
区
に
は
、
江
戸
時
代
以
来
の
歴
史

と
伝
統
を
有
し
た
四
季
折
々
の
行
事
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
浅
草
で
の
流
鏑
馬
の

歴
史
は
大
変
古
く
、
江
戸
時
代
、
浅
草
神
社

の
正
月
行
事
と
し
て
毎
年
１
月
５
日
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
台
東
区
で
は
、
こ
れ
を

観
光
行
事
と
し
て
昭
和
58
（
１
９
８
３
）
年

に
再
現
し
、
以
降
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

鎌
倉
武
士
の
狩
装
束
を
身
に
ま
と
っ
た
射
手

が
、
疾
走
す
る
馬
上
か
ら
弓
矢
を
放
ち
、
壱

ノ
的
、
弍
ノ
的
、
参
ノ
的
を
次
々
と
射
抜
き

ま
す
。
今
年
の
第
41
回
浅
草
流
鏑
馬
は
、
４

月
19
日
に
隅
田
公
園
の
特
設
馬
場
内
（
す
み

だ
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
～
言
問
橋
間
）
で
開
催

し
、
多
数
の
来
場
者
が
見
守
る
中
で
射
手
の

妙
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
に
始
ま
る
伝
統
の
花
火
を

受
け
継
ぐ「
隅
田
川
花
火
大
会
」

「
隅
田
川
花
火
大
会
」
は
、
享
保
18

（
１
７
３
３
）
年
に
始
ま
っ
た
両
国
の
花
火

の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
花
火
大
会
で
す
。

歌
川
広
重
の
浮
世
絵
『
名
所
江
戸
百
景
』
に

も
描
か
れ
て
い
る
両
国
の
花
火
は
、「
両
国

の
川
開
き
」
と
い
う
名
称
で
、
昭
和
36

（
１
９
６
１
）
年
ま
で
両
国
橋
上
流
で
打
ち

上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
交
通
事
情

の
悪
化
等
に
よ
り
、
翌
年
以
降
、
開
催
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
53

（
１
９
７
８
）
年
、「
隅
田
川
花
火
大
会
」
と

し
て
復
活
し
、
今
年
で
48
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
毎
年
７
月
下
旬
に
開
催
し
、
約
２
万
発

の
花
火
が
打
ち
上
が
り
ま
す
。

江戸たいとう伝統工芸館
場所：台東区浅草2-22-13　TEL：03-3842-1990
開館時間：10時～18時　
休館日：毎月第2・4火曜（祝日の場合は翌日）
入場料：無料
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（左上）江戸手描提灯（右）江戸押絵羽子板
（左下）江戸切子

隅田川花火大会

浅草流鏑馬

台東区

江
戸
か
ら
続
く
歴
史
と
文
化
を

学
ぶ
講
演
会
を
開
催

台
東
区
に
は
、
江
戸
の
昔
か
ら
続
く
伝
統

行
事
や
神
社
仏
閣
、
名
所
旧
跡
の
数
々
が
あ

り
、
上
野
や
浅
草
を
は
じ
め
と
し
た
ま
ち

と
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
は

今
も
な
お
、
江
戸
の
こ
こ
ろ
と
文
化
が
息
づ

い
て
い
ま
す
。
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
度

か
ら
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
に
か
け
て

実
施
し
た
「
江
戸
か
ら
学
ぶ
」
で
は
、“
江

戸
に
学
び
、
未
来
を
拓
く
”
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
、
江
戸
の
暮
ら
し
・
風
習
、
芸

能
・
文
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
全
17
回
の

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
続
く
令
和
５

（
２
０
２
３
）
年
度
に
は
、“
江
戸
か
ら
つ
な

ぐ
歴
史
と
文
化
”
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
学
び

の
視
点
か
ら
『
江
戸
た
い
と
う
』
の
魅
力
に

迫
る
「
江
戸
・
た
い
と
う
学
」
を
開
催
し
、

全
８
回
に
わ
た
る
講
演
会
等
を
行
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度

か
ら
は
、「
江
戸
に
親
し
む
」
と
題
し
、
大

河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺

～
」
の
主
人
公
・
蔦
屋
重
三
郎
に
関
す
る
講

演
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
か
ら
続
く
伝
統
芸
能
・

芸
術
文
化
を
楽
し
む
お
祭
り

平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
「
江
戸
ま
ち
た
い
と
う
芸
楽
祭
」
は
、

粋
、
豊
か
な
人
情
、
進
取
の
気
性
な
ど
、
心

を
感
じ
る
「
江
戸
ま
ち
た
い
と
う
」
で
、
先

人
た
ち
が
守
り
、
育
み
、
現
代
へ
継
承
さ
れ

て
き
た
多
彩
な
芸
能
・
芸
術
文
化
を
肩
の
力

を
抜
い
て
楽
し
め
る
お
祭
り
で
す
。
今
年
で

８
回
目
と
な
る
こ
の
催
し
は
、
台
東
区
と
地

域
や
民
間
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
る
実
行
委

員
会
が
実
施
主
体
に
な
っ
て
、
主
に
映
画
、

演
劇
、
芸
能
の
３
分
野
に
関
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
か
ど
映
画
会
や
区
内

中
学
・
高
校
演
劇
部
に
よ
る
公
演
、
名
誉
顧

問
の
ビ
ー
ト
た
け
し
さ
ん
が
審
査
員
を
務
め

る
「
ビ
ー
ト
た
け
し
杯
『
お
笑
い
日
本
一
』」

を
開
催
す
る
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
台
東
区
が
舞
台
の
T
V
ア
ニ
メ

「
ワ
ー
ル
ド
ダ
イ
ス
タ
ー
」
と
コ
ラ
ボ
し
、

今
年
は
、
初
代
林
家
三
平
氏
生
誕
百
年
関
連

企
画
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

台
東
区
に
息
づ
く
多
彩
な
江
戸
の
文
化
資
源
を
区
内
外
に
発
信

台
東
区
で
は
、江
戸
か
ら
明
治
へ
と
時
代
が
変
わ
り
、「
東
京
」が
誕
生
し
て
1
5
0
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
平
成
30
年
を「
江
戸

ル
ネ
サ
ン
ス
元
年
」と
位
置
づ
け
、本
区
に
色
濃
く
残
る
江
戸
の
文
化
資
源『
江
戸
た
い
と
う
』の
魅
力
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、上
野
の
山
に
位
置
す
る
東
叡
山
寛
永
寺
が
創
建
4
0
0
周
年
を
迎
え
、江
戸
時
代
の
台
東
区
を
舞
台
と
し
た
大
河
ド
ラ

マ「
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
～
」も
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の
特
集
で
は
、『
江
戸
た
い
と
う
』の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

江
戸
か
ら
続
く
地
域
資
源『
江
戸
た
い
と
う
』の
魅
力
を
発
信

�

～
未
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～
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公式サイト Instagram X（旧Twitter）
連続講演会「江戸から学ぶ」と「江戸・たいとう学」を
講演会記録集としてまとめました。

「

　
　
　
　
　
　

 

」

 

参

講演会シリーズ

講
演
記
録
集

発
行
元
：
台
東
区

「

　
　
　
　
　
　

 

」

 

講
演
記
録
集
弐

講演会シリーズ

～
江
戸
に
学
び
、
未
来
を
拓
く
～

「

　
　
　
　
　
　

 

」

 

講
演
記
録
集
壱

講演会シリーズ

～
江
戸
に
学
び
、
未
来
を
拓
く
～

講
演
記
録
集

台東区

講
演
記
録
集

台
東
区
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江
戸
の
職
人
技
を
継
承
す
る

台
東
区
の
伝
統
工
芸
品

浅
草
の
浅
草
寺
、
上
野
の
寛
永
寺
を
始
め

と
す
る
寺
町
と
し
て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た

台
東
区
は
、
江
戸
の
市
域
が
再
編
さ
れ
、
拡

大
す
る
に
つ
れ
て
多
く
の
職
人
が
集
ま
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
遊
里
（
吉
原
）

や
歌
舞
伎
・
人
形
浄
瑠
璃
の
劇
場
が
浅
草
に

移
さ
れ
、
浅
草
が
江
戸
随
一
の
盛
り
場
と
し

て
栄
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
職
人
の
技
能
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
の
も

と
、
台
東
区
に
は
多
く
の
職
人
が
集
ま
り
、

現
在
に
至
る
ま
で
伝
統
の
技
を
受
け
継
ぎ
、

活
躍
を
続
け
て
い
ま
す
。
台
東
区
の
伝
統

工
芸
品
に
は
、
シ
ャ
ー
プ
な
模
様
が
美
し

い
江
戸
切
子
、
金
釘
を
使
わ
ず
組
み
立
て

ら
れ
た
江
戸
指
物
の
箪
笥
類
、
提
灯
に
描

く
「
江
戸
文
字
」
に
職
人
の
個
性
が
表
れ

る
江
戸
手
描
提
灯
、
江
戸
漆
器
、
江
戸
押

絵
羽
子
板
な
ど
、
多
種
多
様
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

伝
統
工
芸
品
を
広
く
紹
介
す
る

「
江
戸
た
い
と
う
伝
統
工
芸
館
」

台
東
区
の
伝
統
工
芸
品
を
紹
介
し
て
い
る

「
江
戸
た
い
と
う
伝
統
工
芸
館
」
で
は
、
約

50
業
種
・
２
５
０
点
余
り
を
常
設
展
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
国
内
外
の
方

に
伝
統
工
芸
品
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
館
内
に
設
置
し
た
大
型
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
日
本
語
・

英
語
・
繁
体
字
・
簡
体
字
・
韓
国
語
で
各
工

芸
品
の
詳
し
い
解
説
が
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
正
月
行
事
を

復
活
さ
せ
た「
浅
草
流
鏑
馬
」

台
東
区
に
は
、
江
戸
時
代
以
来
の
歴
史

と
伝
統
を
有
し
た
四
季
折
々
の
行
事
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
浅
草
で
の
流
鏑
馬
の

歴
史
は
大
変
古
く
、
江
戸
時
代
、
浅
草
神
社

の
正
月
行
事
と
し
て
毎
年
１
月
５
日
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
台
東
区
で
は
、
こ
れ
を

観
光
行
事
と
し
て
昭
和
58
（
１
９
８
３
）
年

に
再
現
し
、
以
降
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

鎌
倉
武
士
の
狩
装
束
を
身
に
ま
と
っ
た
射
手

が
、
疾
走
す
る
馬
上
か
ら
弓
矢
を
放
ち
、
壱

ノ
的
、
弍
ノ
的
、
参
ノ
的
を
次
々
と
射
抜
き

ま
す
。
今
年
の
第
41
回
浅
草
流
鏑
馬
は
、
４

月
19
日
に
隅
田
公
園
の
特
設
馬
場
内
（
す
み

だ
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
～
言
問
橋
間
）
で
開
催

し
、
多
数
の
来
場
者
が
見
守
る
中
で
射
手
の

妙
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
に
始
ま
る
伝
統
の
花
火
を

受
け
継
ぐ「
隅
田
川
花
火
大
会
」

「
隅
田
川
花
火
大
会
」
は
、
享
保
18

（
１
７
３
３
）
年
に
始
ま
っ
た
両
国
の
花
火

の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
花
火
大
会
で
す
。

歌
川
広
重
の
浮
世
絵
『
名
所
江
戸
百
景
』
に

も
描
か
れ
て
い
る
両
国
の
花
火
は
、「
両
国

の
川
開
き
」
と
い
う
名
称
で
、
昭
和
36

（
１
９
６
１
）
年
ま
で
両
国
橋
上
流
で
打
ち

上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
交
通
事
情

の
悪
化
等
に
よ
り
、
翌
年
以
降
、
開
催
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
53

（
１
９
７
８
）
年
、「
隅
田
川
花
火
大
会
」
と

し
て
復
活
し
、
今
年
で
48
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
毎
年
７
月
下
旬
に
開
催
し
、
約
２
万
発

の
花
火
が
打
ち
上
が
り
ま
す
。

江戸たいとう伝統工芸館
場所：台東区浅草2-22-13　TEL：03-3842-1990
開館時間：10時～18時　
休館日：毎月第2・4火曜（祝日の場合は翌日）
入場料：無料
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（左上）江戸手描提灯（右）江戸押絵羽子板
（左下）江戸切子

隅田川花火大会

浅草流鏑馬
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大
河
ド
ラ
マ「
べ
ら
ぼ
う
」の
放
送
を
契
機
と
し
た
、台
東
区
の
魅
力
発
信
の
取
り
組
み

映
、
花
魁
の
衣
装
や
吉
原
を
掘
り

下
げ
る
特
集
パ
ネ
ル
、“
徳
川
幕

府
コ
ー
ナ
ー
”
な
ど
、
大
河
ド
ラ

マ
の
世
界
を
存
分
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ
館
に
隣
接
し
た
お

土
産
館
「
た
い
と
う
江
戸
も
の
市
」

で
は
、
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」

の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
グ
ッ
ズ
を
は
じ

め
、
台
東
区
や
江
戸
に
関
す
る
お
土
産
品
な

ど
計
５
０
０
点
以
上
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
千
束
に
は
、
蔦
重
が
吉
原
大
門
前

に
開
業
し
た
耕
書
堂
を
模
し
た
観
光
拠
点
施

設
「
江
戸
新
吉
原
耕
書
堂
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

吉
原
に
特
化
し
た
観
光
案
内
や
お
土
産
品
の

販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、

大
河
ド
ラ
マ
館
か
ら
蔦
重
ゆ
か
り
の
地
を
め

ぐ
る
循
環
バ
ス
も
発
着
し
て
い
ま
す
。

官
民
連
携
で
取
組
み
を
推
進

台
東
区
は
、
現
在
放
送
中
の
大
河
ド
ラ
マ

「
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
～
」
の
主

人
公
「
蔦
重
」
こ
と
蔦
屋
重
三
郎
の
出
身
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し

た
区
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

蔦
重
は
、
寛
延
３
（
１
７
５
０
）
年
、
江

戸
・
新
吉
原
（
現
在
の
台
東
区
千
束
）
で
生

ま
れ
、
20
代
で
吉
原
大
門
前
に
書
店
「
耕
書

堂
」
を
開
業
し
ま
し
た
。
吉
原
細
見
や
黄
表

紙
本
の
発
行
に
携
わ
る
中
で
、
平
賀
源
内
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
文
化
人
と
交
流
を
深

め
、
喜
多
川
歌
麿
や
東
洲
斎
写
楽
な
ど
の
絵

師
や
山
東
京
伝
な
ど
の
作
家
を
見
出
し
、
作

品
を
次
々
と
ヒ
ッ
ト
さ
せ
て
「
江
戸
の
メ

デ
ィ
ア
王
」
と
し
て
大
成
功
を
収
め
ま
し

た
。
台
東
区
で
は
、
区
と
関
係
団
体
で
、
台

東
区
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」
活
用
推
進

協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
）
を
設
立
し
、
区

の
歴
史
・
文
化
の
発
信
や
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
協
議
会
で
は
、「
蔦

重
ゆ
か
り
の
地 

台
東
区
」
公
式
サ
イ
ト
を

オ
ー
プ
ン
し
、
蔦
重
の
生
涯
や
ゆ
か
り
の
地

な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

https://taito-tsutaju.jp

浅
草
に
開
館
し
た「
べ
ら
ぼ
う 

江
戸
た
い
と
う 

大
河
ド
ラ
マ
館
」

大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」
の
放
送
を
機

に
、
今
年
２
月
１
日
、「
べ
ら
ぼ
う 

江
戸
た

い
と
う 
大
河
ド
ラ
マ
館
」
が
、
台
東
区
民

会
館
９
階
に
開
館
し
ま
し
た
。
大
河
ド
ラ
マ

館
内
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ま
で
の
９
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
で
は
蔦
重
を
演
じ
て
い
る
横
浜
流
星

さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
映
像
が
来
館
者
を
お
出

迎
え
し
ま
す
。
ド
ラ
マ
の
衣
装
や
キ
ャ
ス

ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
、
小
道
具
の
展
示
、

歌
麿
・
写
楽
の
浮
世
絵
の
高
精
細
映
像
の
上

巻頭特集 425� 25/07/29

江戸のヒットメーカー 
蔦屋重三郎と江戸文化

協議会が小学生向けに制作した小
冊子。蔦屋重三郎と江戸文化につ
いて楽しく学べます。

正法寺（蔦重の菩提寺）

五十間道と耕書堂跡

蔦屋重三郎 ゆかりの地マップ

べらぼう 江戸たいとう 大河ドラマ館
開設場所：台東区民会館9階（台東区花川戸2-6-5）
開館期間：2025年2月1日～2026年1月12日
開館時間：9時～17時（最終入館16時30分）
休館日：毎月第2月曜（祝日の場合は翌日）、年末年
始等
入館料：大人800円、小人400円ほか
主催：台東区大河ドラマ「べらぼう」活用推進協議会

たいとう江戸もの市
場所：台東区民会館9階
（台東区花川戸2-6-5）
営業期間：2025年2月1日～2026年1月12日
営業時間：9時～17時
休業日：毎月第2月曜（祝日の場合は翌日）、年末年
始等
入場料：無料

江戸新吉原耕書堂
場所：台東区千束4-24-12
営業期間：2025年1月18日～2026年1月12日
営業時間：10時～17時
休業日：毎月第2月曜（祝日の場合は翌日）、年末年
始等

未来への取り組み～ 23 区の未来図～

江戸の『江』
弁天堂と不忍池を表現

松葉模様
隅田川花火を表現

江戸の『戸』
月の松を表現

歌川広重画
『名所江戸百景 上野山内月のまつ』

歌川広重画
『東都名所 不忍之池』

歌川広重画
『名所江戸百景 両国花火』

イメージ図
掲
載
画
像
は
全
て
国
立
国
会
図
書
館
蔵
／

国
立
国
会
図
書
館
W
e
b
サ
イ
ト
よ
り

「
蔦
屋
重
三
郎
ゆ
か
り
の
地 

台

東
区
」ロ
ゴ
マ
ー
ク
等
を
公
募

協
議
会
で
は
、
大
河
ド
ラ
マ
の
放
送
を
契

機
と
し
た
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
令
和

６
（
２
０
２
４
）
年
４
月
12
日
か
ら
５
月
17

日
ま
で
の
期
間
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
Ｐ
Ｒ
イ
ラ
ス
ト
・

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
公
募
を
行
い
ま
し
た
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
57
件
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

６
５
２
件
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

１
２
２
件
、
イ
ラ
ス
ト
20
件
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
を
経
て
、
採
用
作
品
を
決
定
し
ま
し

た
。
採
用
作
品
は
、
事
前
の
使
用
申
請
が
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
使
用
で
き
る
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
を
使
用
し
た
文
房
具
や

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
は
、
江
戸
新
吉
原
耕
書

堂
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ビ
ー
ム
ス
ジ
ャ
パ
ン
と
連
携
し

新
商
品
開
発
支
援
事
業
を
実
施

台
東
区
は
、
大
河
ド
ラ
マ
の
放
送
を
契
機

と
し
て
、
株
式
会
社
ビ
ー
ム
ス
が
運
営
す
る

「
B
E
A
M
S 

J
A
P
A
N
（
ビ
ー
ム
ス
ジ
ャ

パ
ン
）」
と
連
携
し
、
審
査
で
選
ば
れ
た
区

内
企
業
８
社
が
取
り
組
む
「
江
戸
」
や
「
蔦

重
」
に
関
連
し
た
新
商
品
の
開
発
、
既
存
商

品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
支
援
し
ま
し
た
。

ま
た
、
区
内
中
小
企
業
に
よ
る
大
河
ド
ラ
マ

を
契
機
と
し
た
手
土
産
品
の
開
発
に
対
し
て

も
助
成
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
商
品
は
、

た
い
と
う
江
戸
も
の
市
で
販
売
す
る
と
と
も

に
、「
江
戸
た
い
と
う
粋
な
手
土
産
」
と
い

う
タ
ブ
ロ
イ
ド
を
作
成
し
、
区
内
外
へ
広
く

P
R
し
て
い
ま
す
。

未
来
へ
つ
な
ぐ

『
江
戸
た
い
と
う
』

台
東
区
で
は
、
江
戸
か
ら
続
く
伝

統
・
文
化
、
産
業
、
観
光
な
ど
の
地
域

資
源
『
江
戸
た
い
と
う
』
を
活
用
し
、

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
河
ド
ラ
マ

「
べ
ら
ぼ
う
」
の
放
送
を
き
っ
か
け
に
、

本
区
に
息
づ
く
江
戸
文
化
を
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
さ
ら
な
る

取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
台
東
区
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で

あ
る
『
江
戸
た
い
と
う
』
の
魅
力
を
区

内
外
に
発
信
し
、
よ
り
多
く
の
人
々
を

惹
き
つ
け
る
活
力
あ
る
ま
ち
の
実
現
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

巻頭特集 425� 25/07/29

PR イラスト

江戸をテーマにした手土産品の開発支援

BEAMS JAPAN による新商品開発支援

マスコットキャラクター「つたいやん」

台東区
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7

令
和
7
年
度
管
理
職
選
考
種
別
Ⅰ
類
の
申
込
状
況
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

〈
全
体
の
申
込
状
況
〉

全
部
、
分
割
及
び
免
除
受
験
方
式
が
7
0
8
人
と
な

り
、
前
年
度
に
比
べ
7
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
全

体
の
申
込
率
は
、
前
年
度
と
同
じ
く
4
・
7
％
で
し

た
。
な
お
、
技
術
の
選
考
区
分
に
お
い
て
は
、
申
込
者

数
が
1
人
増
加
し
ま
し
た
。

〈
分
割
受
験
方
式
〉
※
1

1
5
4
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
7

人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

〈
免
除
受
験
方
式
〉
※
2

免
除
資
格
を
得
て
い
る
4
0
5
人
の
う
ち
、
2
7
9

人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
11
人
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

〈
前
倒
し
受
験
方
式
〉
※
3

申
込
者
数
は
3
6
2
人
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
7

人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

※
1　

�

分
割
受
験
方
式
と
は
、
択
一
・
短
答
式
問
題
受

験
の
免
除
資
格
を
得
る
た
め
、
択
一
・
短
答
式

問
題
の
み
を
受
験
す
る
方
式
で
す
。

※
2　

�

免
除
受
験
方
式
と
は
、
択
一
・
短
答
式
問
題
受

験
の
免
除
資
格
を
得
て
い
る
人
が
、
記
述
式
問

題
及
び
論
文
式
問
題
を
受
験
す
る
方
式
で
す
。

※
3　

�

前
倒
し
受
験
方
式
と
は
、
主
任
の
職
に
あ
り
、

そ
の
在
職
期
間
が
3
～
5
年
目
の
人
（
経
験
者

採
用
制
度
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
人
等
の
特
例
あ

り
）
が
、
択
一
・
短
答
式
問
題
受
験
の
免
除
資

格
を
得
る
た
め
、
択
一
・
短
答
式
問
題
の
み
を

受
験
す
る
方
式
で
す
。

行
政
需
要
の
拡
大
や
組
織
改
正
等
に
よ
り
、
今
後
も

需
要
数
が
一
定
以
上
見
込
ま
れ
ま
す
。
特
別
区
人
事
委

員
会
事
務
局
は
、
引
き
続
き
積
極
的
な
受
験
を
呼
び
掛

け
て
い
き
ま
す
。

受
験
者
の
皆
さ
ん
は
、
体
調
を
整
え
、
万
全
の
状
態

で
当
日
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
し

て
く
だ
さ
い
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

令和7年度 
管理職選考種別Ⅰ類の申込状況

有資格者数（人） 申込者数（人） 申込率（％） 7年度
合格予定者数7年度 6年度 7年度 6年度 増　減 7年度 6年度

Ⅰ　

類

事　務 12,394
（7,298）

12,590
（7,549）

527
（87）

535
（87） △ 8 4.3 4.2 115※

技
術

Ⅰ
（土木造園）

675
（136）

683
（130）

69
（3）

66
（1） 3 10.2 9.7

33

Ⅱ
（建築）

546
（185）

535
（181）

65
（7）

64
（6） 1 11.9 12.0

Ⅲ
（その他）

1,359
（743）

1,368
（754）

47
（8）

50
（7） △ 3 3.5 3.7

小　計 2,580
（1,064）

2,586
（1,065）

181
（18）

180
（14） 1 7.0 7.0

合　計 14,974
（8,362）

15,176
（8,614）

708
（105）

715
（101） △ 7 4.7 4.7 148

（注）　（　）内の値は、女性の人数を内数で表したものです。
※Ⅰ類事務合格予定者数は、各区が算出した需要数の合計で要綱発表時（4月）の人数です。

全部、分割及び免除受験方式

有資格者数（人） 申込者数（人） 申込率（％）

7年度 6年度 7年度 6年度 増　減 7年度 6年度

事　務 3,912
（2,013）

3,629
（1,849）

305
（55）

284
（48） 21 7.8 7.8

技術Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ 837
（346）

803
（326）

57
（6）

71
（9） △ 14 6.8 8.8

小　計 4,749
（2,359）

4,432
（2,175）

362
（61）

355
（57） 7 7.6 8.0

前倒し受験方式

（注）　全部、分割及び免除受験方式の受験申込者数及び申込率となります。

管理職選考種別Ⅰ類の受験申込者数及び申込率の推移

筆
記
考
査
は
8
月
16
日
（
土
）

試
験
会
場
は
大
妻
女
子
大
学
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令
和
6
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

額
は
89
億
8
8
4
3
万
6
0
0
0
円
で

し
た
が
、
そ
の
後
、
財
政
調
整
基
金
等

へ
の
積
立
額
等
の
補
正
を
行
い
、
最
終

予
算
額
は
93
億
9
2
5
1
万
5
0
0
0

円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
の
決
算
見
込
額
は
、
歳
入

が
91
億
3
9
0
3
万
9
6
9
2
円
（
対

前
年
度
比
7
・
9
％
の
増
）、
歳
出
が

84
億
5
7
9
5
万
8
9
1
4
円
（
対
前

年
度
比
5
・
9
％
の
増
）
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
は
図
1
の
と
お

り
で
す
。

歳
入
決
算
の
概
要

各
区
か
ら
の
分
担
金
は
、
総
額
51
億

6
2
3
1
万
3
8
3
9
円
（
対
前
年
度

比
15
・
9
％
の
増
）
と
な
り
、
一
区
当

た
り
平
均
の
分
担
金
は
、
約
2
億
2

4
0
0
万
円
で
し
た
。

な
お
、
過
去
5
年
間
の
特
別
区
分
担

金
の
額
と
歳
出
額
の
推
移
は
表
1
の
と

お
り
で
す
。

歳
出
決
算
の
概
要

事
業
別
歳
出
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
総
務
管
理

22
億
8
5
3
9
万
7
9
3
3
円

�（
人
事
事
務
に
従
事
す
る
職
員
の
人

件
費
及
び
退
職
手
当
等
を
含
む
。）

総
務
事
務
及
び
監
査
事
務
等
を
行
う

と
と
も
に
、
前
年
度
繰
越
額
を
財
政
調

整
基
金
へ
積
み
立
て
ま
し
た
。

◎
人
事
制
度
企
画

5
9
7
2
万
5
8
0
5
円

人
事
制
度
の
調
査
研
究
、
労
務
交
渉

及
び
職
員
相
談
等
に
関
す
る
事
務
を
行

い
ま
し
た
。

各
交
渉
等
の
実
施
回
数
は
、
団
体
交

渉
16
回
、
小
委
員
会
交
渉
2
回
、
専
門

委
員
会
交
渉
13
回
で
し
た
。
ま
た
、
職

員
相
談
件
数
は
9
3
9
件
で
し
た
。

◎
職
員
研
修

3
億
8
2
7
4
万
4
0
8
6
円

�（
研
修
事
務
に
従
事
す
る
職
員
の
人

件
費
を
含
む
。）

東
京
区
政
会
館
別
館
に
お
い
て
、
専

門
研
修
、
児
童
相
談
所
関
連
研
修
、
職

層
研
修
、
清
掃
研
修
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
研
修
、
自
治
体
経
営
研
修
、
サ
ポ
ー

ト
研
修
の
体
系
区
分
に
よ
り
、
共
同
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

共
同
研
修
の
実
施
回
数
は
2
7
7

回
、
受
講
者
数
は
1
万
9
1
5
8
人
で

し
た
（
調
査
研
究
を
含
む
）。

◎
法
務

2
0
9
8
万
4
4
7
円

特
別
区
に
関
す
る
訴
訟
、
調
停
及
び

起
訴
前
の
和
解
に
関
す
る
事
務
を
行
い

ま
し
た
。
訴
訟
事
件
受
任
件
数
は
1

5‌

0
件
、
終
了
件
数
は
1
3
1
件
、
年

度
末
の
係
属
件
数
は
1
3
5
件
で
し
た
。

◎
公
務
災
害
補
償
等

1
億
94
万
4
5
1
0
円

特
別
区
の
非
常
勤
職
員
に
係
る
公
務

上
ま
た
は
通
勤
途
上
の
災
害
に
対
す
る

補
償
及
び
特
別
区
職
員
の
公
務
上
ま
た

令和6年度　 
特別区人事・厚生事務組合の決算概要

図1　令和6年度特別区人事・厚生事務組合一般会計決算見込額

歳入総額
9,139,039
千円千円 特別区分担金

5,162,314千円
56.5％

総務管理
2,285,398千円

27.0％
路上生活者対策
1,583,014千円

18.7％

厚生関係施設運営
3,295,201千円

39.0％

都支出金
1,170,135千円

12.8％

受託事務収入
1,126,689千円

12.3％

繰越金
477,023千円

5.2％

繰越金
477,023千円

5.2％

その他分担金
203,099千円
2.2％

財産収入
120,071千円
1.3％

寄附金
175,256千円
1.9％

組合債元利償還　368,124千円　4.4％
教育事務
60,002千円
0.7％

その他
512,154千円
5.6％法務・その他　21,069千円　0.2％

人事制度企画
59,726千円
0.7％

人事委員会運営費　301,736千円　3.6％
公務災害補償等　100,945千円　1.2％

職員研修　382,744千円　4.5％

使用料
7,975千円
0.1％

※構成比は四捨五入の関係上、合計が100％にならない場合があります。

歳出総額
8,457,959
千円

繰入金
91,523千円
1.0％

組合債
92,800千円
1.0％
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は
通
勤
途
上
の
災
害
に
対
す
る
見
舞
金

の
支
給
を
行
い
ま
し
た
。

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
費
の
支

給
実
績
は
4
5
1
件
、
特
別
区
職
員
公

務
災
害
見
舞
金
の
支
給
実
績
は
68
件
と

な
り
ま
し
た
。

◎
人
事
委
員
会
運
営
費

3
億
1
7
3
万
6
1
2
3
円

特
別
区
人
事
委
員
会
に
お
い
て
、
23

区
職
員
の
採
用
試
験
・
選
考
、
管
理
職

選
考
、
給
与
勧
告
、
公
平
審
査
等
の
事

務
を
行
い
ま
し
た
。

採
用
試
験
・
採
用
選
考
全
体
の
受
験

者
は
1
万
3
3
1
5
人
、
合
格
者
数
は

5
5
4
6
人
と
な
り
ま
し
た
。

◎
厚
生
関
係
施
設
運
営

32
億
9
5
2
0
万
1
3
2
2
円

�（
厚
生
事
務
に
従
事
す
る
職
員
の
人

件
費
を
含
む
。）

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
更
生
施
設

（
8
施
設
）、
宿
所
提
供
施
設
（
9
施

設
）
及
び
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
宿
泊

所
（
3
施
設
）
の
管
理
並
び
に
利
用
者

支
援
及
び
施
設
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

一
般
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
計
19
件

の
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

◎
路
上
生
活
者
対
策

15
億
8
3
0
1
万
4
0
1
6
円

路
上
生
活
者
あ
る
い
は
そ
の
お
そ
れ

の
あ
る
失
業
者
等
を
援
護
す
る
た
め
、

巡
回
相
談
、
自
立
支
援
、
地
域
生
活
継

続
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
長
期
化
、

高
齢
化
し
た
路
上
生
活
者
に
対
す
る
居

住
支
援
を
行
う
支
援
付
地
域
生
活
移
行

事
業
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施
し
ま

し
た
。

自
立
支
援
に
お
け
る
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
入
所
者
は
延
べ
5
6
8
人
、
巡
回

相
談
件
数
は
延
べ
6
9
4
5
件
、
地
域

生
活
継
続
支
援
事
業
に
お
け
る
訪
問
相

談
件
数
は
延
べ
8
9
3
件
、
支
援
付
地

域
生
活
移
行
事
業
に
お
け
る
入
居
者
数

は
33
人
で
し
た
。

◎
教
育
事
務

6
0
0
0
万
2
2
1
7
円

�（
教
育
事
務
に
従
事
す
る
職
員
の
人

件
費
を
含
む
。）

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育

委
員
会
に
お
い
て
、
幼
稚
園
教
員
採
用

候
補
者
選
考
を
行
い
ま
し
た
。
受
験
者

数
は
2
4
0
人
、
合
格
者
数
は
41
人
、

補
欠
者
は
58
人
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
園
長
・
副
園
長
・
主
任

教
諭
昇
任
選
考
及
び
各
職
層
に
応
じ
た

研
修
等
を
行
い
ま
し
た
。

◎
組
合
債
元
利
償
還

3
億
6
8
1
2
万
3
6
9
7
円

組
合
債
の
元
金
及
び
利
子
の
償
還
を

行
い
ま
し
た
。

厚
生
関
係
施
設
再
編
整
備
計
画
に

沿
っ
て
実
施
し
て
い
る
改
築
・
改
修
等

工
事
に
係
る
も
の
で
す
。

な
お
、
令
和
7
年
3
月
31
日
時
点
の

組
合
債
の
残
高
は
28
億
9
4
5
5
万
8

1
2
4
円
で
、
過
去
5
年
間
の
各
年
度

末
現
在
の
残
高
推
移
は
表
2
の
と
お
り

で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

表1　特別区分担金及び一般会計歳出額の推移
特別区分担金 一般会計歳出

歳入額（千円） 対前年度比（％） 歳出額（千円） 対前年度比（％）

令和2年度 4,448,216 2.8 7,739,054 △ 0.1

令和3年度 4,450,926 0.1 7,326,729 △ 5.3

令和4年度 4,453,140 0.0 7,179,596 △ 2.0

令和5年度 4,455,981 0.1 7,989,917 11.3

令和6年度 5,162,314 15.9 8,457,959 5.9

※令和6年度は決算見込額

表2　地方債（組合債）の推移

地方債残高（千円）

令和2年度 4,022,667

令和3年度 3,713,190

令和4年度 3,384,818

令和5年度 3,142,191

令和6年度 2,894,558
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令
和
6
年
度
特
別
区
協
議
会
の
予
算

は
、
公
益
法
人
会
計
基
準
に
則
り
、
公

益
目
的
事
業
会
計
、
収
益
事
業
等
会
計

及
び
法
人
会
計
の
3
つ
の
会
計
で
編
成

し
、
さ
ら
に
、
公
益
目
的
事
業
会
計
は

3
区
分
、
収
益
事
業
等
会
計
は
2
区
分

で
経
理
し
、
効
率
的
な
執
行
を
心
掛
け

ま
し
た
。
各
会
計
の
決
算
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

公
益
目
的
事
業
会
計

特
別
区
の
自
治
に
関
す
る
調
査
研
究

及
び
普
及
啓
発
事
業
並
び
に
特
別
区
民

等
の
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
知

識
、
教
養
の
普
及
に
関
す
る
事
業
（
公

1
事
業
）、
特
別
区
有
物
件
の
火
災
等

に
よ
る
損
害
の
補
て
ん
事
業
（
公
2
事

業
）、
特
別
区
の
共
同
事
業
の
執
務
及

び
特
別
区
の
連
携
協
議
等
の
場
と
し
て

の
東
京
区
政
会
館
等
の
管
理
運
営
事
業

（
公
3
事
業
）
を
行
い
ま
し
た
。

収
入
決
算
額

16
億
5
2
3
8
万
6
3
6
6
円

※
投
資
活
動
収
入
含
む
。

支
出
決
算
額

14
億
5
6
0
2
万
8
1
2
2
円

※
投
資
活
動
支
出
、
財
務
活
動
支
出
含
む
。

主
な
収
入
は
、（
公
財
）
東
京
都
区

市
町
村
振
興
協
会
か
ら
の
助
成
金
と
東

京
区
政
会
館
等
に
係
る
賃
料
等
収
入
、

各
区
か
ら
の
分
担
金
で
す
。

主
な
事
業
内
容
及
び
支
出
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

■
調
査
研
究
事
業

　

8
8
9
5
万
9
4
5
1
円

＊
特
別
区
制
度
の
調
査
研
究　

特
別
区

協
議
会
研
究
員
を
中
心
に
、
外
部
有
識

者
の
協
力
の
も
と
参
加
者
と
情
報
や
知

見
の
共
有
を
図
る
ほ
か
、
多
様
な
人
材

と
の
交
流
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
特
別
区
制
度
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

①
制
度
政
策
、
②
財
政
、
③
人
事
行
政

の
3
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
テ
ー
マ
ご

と
に
自
由
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

＊
自
主
研
究　

特
別
区
制
度
研
究
の
基

礎
資
料
と
し
て
後
世
に
残
す
た
め
、「
法

制
度
変
遷
と
関
連
資
料
集
」
を
テ
ー
マ

に
、
昭
和
27
年
地
方
自
治
法
改
正
時
の

国
会
議
事
録
や
逐
条
解
釈
等
の
関
連
資

料
を
収
集
し
、
研
究
成
果
の
取
り
ま
と

め
と
し
て
、「
特
別
区
制
度
の
行
路 

法

制
関
係
資
料
集 

第
2
期
（
上
） 

区
長

公
選
廃
止
」
を
編
集
・
発
行
し
ま
し
た
。

＊
行
政
課
題
の
調
査
研
究　

特
別
区
長

会
が
設
置
し
た
調
査
研
究
機
構
の
事
務

局
事
務
の
委
嘱
を
受
け
、
顧
問
の
委

嘱
、
特
別
区
及
び
地
方
行
政
に
関
わ
る

課
題
5
テ
ー
マ
の
調
査
研
究
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
と
と
も
に
、
報
告
書
の
作

成
、
機
関
紙
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
管
理
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

加
え
て
、
令
和
7
年
度
か
ら
の
調
査

研
究
テ
ー
マ
の
各
区
へ
の
募
集
、
研
究

内
容
の
調
整
な
ど
、
調
査
研
究
活
動
開

始
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
5
年
度
の
調
査
研
究
6

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
報
告
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

＊
法
務
調
査
事
業　

特
別
区
の
事
務
事

業
に
係
る
法
律
上
の
紛
争
の
調
査
及
び

研
究
、
情
報
の
収
集
及
び
提
供
を
行

い
、「
特
別
区
法
務
資
料
（
第
54
巻
）」

を
発
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
区
等
に
お
い
て
法
律
的

専
門
知
識
を
有
す
る
職
員
の
確
保
・
育

成
を
推
進
す
る
た
め
、
法
科
大
学
院
へ

通
う
特
別
区
等
職
員
に
対
し
、
そ
の
就

学
に
係
る
費
用
を
助
成
し
ま
し
た
。

■
情
報
提
供
・
普
及
啓
発
事
業

　

7
4
1
0
万
8
7
6
4
円

＊
特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

　

特
別
区
が
発
行
す
る
行
政
資
料
、
特

別
区
の
自
治
制
度
に
係
る
資
料
、
東
京

大
都
市
地
域
に
関
す
る
歴
史
的
資
料
等

の
収
集
・
提
供
・
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
区
制
度
調
査
会
座
長
等

を
歴
任
し
、
特
別
区
の
自
治
の
発
展
に

関
し
て
ご
指
導
・
ご
助
言
を
い
た
だ
い

た
大
森
彌
先
生
の
ご
遺
族
よ
り
受
贈
し

た
所
蔵
書
籍
等
を
整
理
し
、
特
別
展
示

を
実
施
し
ま
し
た
。

＊
特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

所

蔵
資
料
の
紹
介
や
、
東
京
大
都
市
地
域

に
関
す
る
古
い
資
料
及
び
特
別
区
に
関

す
る
各
種
統
計
資
料
の
提
供
を
行
い
ま

し
た
。

＊
講
座
・
講
演
会　

都
民
、
特
別
区
職

員
等
を
対
象
に
、
特
別
区
の
課
題
等
に

関
す
る
講
座
を
実
施
し
た
ほ
か
、
特
別

区
議
会
議
員
を
対
象
に
、
地
方
自
治
や

特
別
区
の
課
題
等
を
テ
ー
マ
に
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

＊
東
京
都
立
大
学
と
の
共
同
事
業　

東

京
都
立
大
学
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

講
座
を
2
9
2
講
座
実
施
し
ま
し
た
。

＊
都
市
交
流
事
業　

特
別
区
全
国
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
よ
り
一
層
深
化
さ

せ
、
自
治
体
間
連
携
等
に
関
す
る
講
演

会
や
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
管
理
・
運
営
を
行
い
、
特
別
区
と

全
国
自
治
体
と
の
連
携
交
流
促
進
を
図

り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

架
、
特
別
区
・
東
京
都
・
関
連
団
体
・

全
国
連
携
賛
同
自
治
体
の
紹
介
展
示
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業

　

6
5
5
4
万
7
4
0
9
円

都
内
の
62
市
区
町
村
共
同
事
業
と
し

て
「
C
O
2
削
減
に
つ
な
が
る
活
動
の

普
及
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
・
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
」、「
み
ど
り
の
保

全
と
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
推
進
す

る
た
め
の
連
携
体
制
構
築
」、「
人
々
が

環
境
を
考
え
、
行
動
で
き
る
場
の
設

定
」
の
方
針
に
基
づ
き
、（
公
財
）
東

京
市
町
村
自
治
調
査
会
と
と
も
に
事
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

■
特
別
区
有
物
件
火
災
共
済
事
業

　

4
7
8
8
万
8
9
0
3
円

特
別
区
有
物
件
の
火
災
、
落
雷
、
破

裂
、
爆
発
、
風
災
、
水
災
、
雪
災
及
び

土
砂
崩
れ
に
よ
る
損
害
の
共
済
を
行

い
、
特
別
区
の
財
政
の
安
定
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
特
別
区
有
物

件
火
災
共
済
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

［
支
払
実
績
］　

12
件

　

1
4
0
0
万
2
8
8
円

（
内
訳
）

　

火　

災
：
1
区
1
件

　

落　

雷
：
4
区
8
件

　

風
水
災
：
2
区
3
件

■
区
政
会
館
管
理
運
営
事
業

　

7
億
3
9
9
1
万
7
4
8
0
円

※�

収
益
事
業
等
会
計
及
び
法
人
会
計
へ
の

配
賦
分
及
び
投
資
活
動
支
出
分
含
む
。

＊
東
京
区
政
会
館　

入
居
し
て
い
る
公

共
団
体
、
公
益
団
体
の
執
務
環
境
を
良

好
に
維
持
す
る
た
め
、
中
長
期
保
全
計

画
及
び
建
物
管
理
計
画
に
沿
っ
て
効
率

的
な
管
理
運
営
等
に
努
め
ま
し
た
。
ま

た
、
燃
料
価
格
の
高
騰
等
を
踏
ま
え
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
努
め
ま
し
た
。

＊
東
京
区
政
会
館
別
館　

特
別
区
職
員

の
共
同
研
修
実
施
の
場
と
し
て
特
別
区

人
事
・
厚
生
事
務
組
合
に
貸
与
し
、
令

和
4
年
10
月
か
ら
特
別
区
職
員
研
修
所

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

令和6年度
公益財団法人特別区協議会の決算概要



1111

収
益
事
業
等
会
計

東
京
区
政
会
館
賃
貸
事
業
（
収
1
事

業
）
及
び
特
別
区
が
連
携
し
て
実
施
す

る
事
務
を
支
援
す
る
事
業
（
他
1
事

業
）
を
行
い
ま
し
た
。

収
入
決
算
額

1
億
8
2
8
4
万
5
7
3
3
円

※
投
資
活
動
収
入
含
む
。

支
出
決
算
額

1
億
4
3
7
1
万
4
9
0
7
円

※
投
資
活
動
支
出
含
む
。

主
な
収
入
は
、
東
京
区
政
会
館
に
係

る
テ
ナ
ン
ト
賃
料
及
び
駐
車
場
賃
料
、

自
治
体
総
合
賠
償
責
任
保
険
事
務
手
数

料
で
す
。
特
に
、
テ
ナ
ン
ト
賃
料
に
関

し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
空
室
と
な
っ

て
い
た
2
階
の
商
業
区
画
テ
ナ
ン
ト
に

つ
い
て
、
事
業
者
募
集
及
び
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
入
居
事
業
者

を
選
定
し
ま
し
た
。

主
な
支
出
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

■
自
治
体
総
合
賠
償
責
任
保
険
事
業

特
別
区
が
法
律
上
の
賠
償
責
任
を
負

担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
る
損
害
を
て

ん
補
す
る
「
賠
償
責
任
保
険
」
と
、
法

律
的
責
任
は
な
い
も
の
の
道
義
的
立
場

で
特
別
区
が
被
害
者
に
支
払
う
補
償
金

（
見
舞
金
）
を
て
ん
補
す
る
「
補
償
保

険
」、「
予
防
接
種
実
施
主
体
特
約
保

険
」
及
び
「
サ
イ
バ
ー
保
険
」
に
係
る

各
区
の
保
険
料
を
取
り
ま
と
め
、
一
括

し
て
保
険
会
社
と
契
約
し
ま
し
た
。

［
主
な
支
払
実
績
］

賠
償
責
任
保
険
：
1
3
6
件

　

8
8
5
6
万
9
8
0
9
円

補
償
保
険
：
1
9
9
件

　

2
5
6
万
円

■
自
治
調
整
資
金
立
替
事
業

特
別
区
の
職
員
が
職
務
に
起
因
し
て

法
律
上
の
争
い
の
当
事
者
と
な
っ
た

際
、
そ
の
裁
判
手
続
等
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
立
替
え
ま
し
た
。

［
支
払
実
績
］

5
名　

99
万
円

法
人
会
計

理
事
会
及
び
評
議
員
会
の
運
営
等
、

法
人
の
総
務
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

収
入
決
算
額

2
3
9
5
万
2
2
2
5
円

支
出
決
算
額

2
2
1
3
万
4
3
0
2
円

※
投
資
活
動
支
出
、
財
務
活
動
支
出
含
む
。

主
な
収
入
は
、
基
本
財
産
運
用
益
で

す
。

※�

職
員
人
件
費
、
東
京
区
政
会
館
の
維

持
管
理
経
費
等
は
、
各
会
計
で
按
分

の
上
、
支
出
し
て
い
ま
す
。

総
合
計

各
会
計
の
合
計
か
ら
会
計
間
の
や
り

取
り
の
重
複
を
除
い
た
（
内
部
取
引
消

去
）
後
の
合
計
は
次
の
と
お
り
で
す
。

収
入
決
算
額
計

18
億
2
9
9
5
万
9
5
9
9
円

※
投
資
活
動
収
入
含
む
。

支
出
決
算
額
計

15
億
9
2
6
5
万
2
6
0
6
円

※
投
資
活
動
支
出
、
財
務
活
動
支
出
含
む
。

各
会
計
の
収
入
支
出
決
算
額
及
び
当

期
収
支
差
額
は
表
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

各会計収入支出決算総括表
（単位：円）

収入決算額
（A）

支出決算額
（B）

当期収支差額
（C）＝（A）−（B）

公
益
目
的
事
業
会
計

公　１　事　業

421,371,670 474,428,789 △ 53,057,119特別区の自治に関する調査研究及び普及啓
発事業並びに特別区民等の住民福祉の向上
に資する知識、教養の普及に関する事業

公　２　事　業

54,580,364 48,560,423 6,019,941
特別区有物件の火災等による損害の補てん
事業

公　３　事　業

1,176,434,332 933,038,910 243,395,422特別区の共同事業の執務及び特別区の連携
協議等の場としての東京区政会館等の管理
運営事業

小　　　　　計 1,652,386,366 1,456,028,122 196,358,244

収
益
事
業
等
会
計

収　１　事　業

149,207,727 111,232,767 37,974,960
東京区政会館賃貸事業

他　１　事　業

33,638,006 32,482,140 1,155,866
特別区が連携して実施する事務を支援する
事業

小　　　　　計 182,845,733 143,714,907 39,130,826

法 人 会 計
23,952,225 22,134,302 1,817,923

法人の管理経費

各 会 計 合 計 1,859,184,324 1,621,877,331 237,306,993

内 部 取 引 消 去 △ 29,224,725 △ 29,224,725 0

合　　　　　計 1,829,959,599 1,592,652,606 237,306,993
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令
和
6
年
度
の
特
別
区
長
会
の
収
入
支
出
決
算
額

は
、
収
入
額
1
億
4
6
7
6
万
2
4
0
8
円
、
支
出
額

は
1
億
3
1
2
5
万
3
5
3
円
。

執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
事
務
事
業
の
適
切
な
運
営
と

経
費
節
減
に
努
め
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

 
収
　
入

◎�
各
区
か
ら
の
分
担
金　

5
2
9
0
万
円
（
1
区
あ
た

り
2
3
0
万
円
）

◎�

（
公
財
）
東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
か
ら
の
助
成
金　

8
0
0
8
万
1
8
4
2
円

・
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業

・
北
京
市
区
友
好
交
流
事
業

◎
前
年
度
繰
越
金　

1
3
7
8
万
5
6
6
円

 

支
　
出

◎
管
理
費　

3
7
0
1
万
7
6
8
円

（
主
な
経
費
）

・�

事
務
室
使
用
経
費
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
等
事

務
局
運
営
経
費

◎
事
業
費　

9
4
2
3
万
9
5
8
5
円

（
主
な
経
費
）

・
区
長
会
等
の
会
議
体
の
運
営
に
関
す
る
経
費

・�

特
別
区
の
事
務
事
業
、
都
区
財
政
調
整
等
の
税
財

政
及
び
児
相
移
管
等
に
関
す
る
調
査
研
究
経
費

・
特
別
区
関
係
団
体
へ
の
負
担
金
等
の
経
費

・�

「
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業
」

に
係
る
経
費

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

令
和
6
年
度
に
お
い
て
は
、
収
入
支
出
2
0
6
0
万

6
千
円
の
予
算
額
に
対
し
、
決
算
額
は
、
収
入
総
額
2

0
6
0
万
4
3
7
3
円
、
支
出
総
額
1
4
9
9
万
2

4
7
4
円
と
な
り
、
差
引
残
高
5
6
1
万
1
8
9
9
円

を
令
和
7
年
度
に
繰
り
越
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
事
務
事
業
の
適
正
か
つ
効
率

的
な
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

 

収
　
入

各
区
か
ら
の
分
担
金
は
、
1
区
あ
た
り
46
万
円
で
、

計
1
0
5
8
万
円
を
収
入
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
収
入
が
3
6
2
万
4

3
7
3
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

支
　
出

令
和
6
年
度
に
お
け
る
支
出
決
算
の
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

・
管
理
費　

5
4
7
万
5
7
1
5
円

�　

東
京
区
政
会
館
維
持
管
理
負
担
金
、
事
務
用
消
耗

品
の
購
入
等
に
要
し
た
経
費
で
す
。

・
事
業
費　

9
5
1
万
6
7
5
9
円

�　

関
東
市
議
会
議
長
会
出
席
者
負
担
金
、
1
年
の
ま

と
め
の
印
刷
等
に
要
し
た
経
費
で
す
。

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

7.15

会
長
区

■�

令
和
7
年
度
知
事
と
区
市
町
村
長
と
の
意
見
交
換
に

つ
い
て

■�

次
世
代
型
太
陽
電
池
の
普
及
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
■�

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
協
議
会
（
7
月
4
日
開

催
）
報
告
に
つ
い
て

■
税
財
政
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

清
掃
工
場
整
備
計
画
に
関
す
る
検
証
委
員
会
の
概
要

に
つ
い
て

■
清
掃
政
策
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

■
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

7.18

会
長
議

■�

石
川
県
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
義
援
金
に
係
る
報

告
に
つ
い
て

■
日
中
友
好
交
流
事
業
に
つ
い
て

■
議
長
会
の
要
望
活
動
に
つ
い
て

■
議
長
会
研
究
会
（
勉
強
会
）
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
6
年
度

特
別
区
長
会
の
決
算
概
要

令
和
6
年
度

特
別
区
議
会
議
長
会
の
決
算
概
要

令
和
7
年
7
月

区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等
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特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
で
は
、
特
別
区
や
地
方

行
政
に
関
わ
る
課
題
を
研
究
機
関
や
地
方
自
治
体
と
連

携
し
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、
令
和
7
年
7
月
8
日

（
火
）
に
第
5
回
調
査
研
究
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
に
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
だ
全
5
テ
ー

マ
の
各
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
報
告
し
ま
し

た
。
延
べ
2
5
6
人
が
聴
講
し
、
活
発
な
質
疑
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
当
日
の
模
様
は
、
当
機
構
の
Y
�
o
�u�

T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
し
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
事
務
局
）

平
成
26
（
2
0
1
4
）
年
9
月
に

開
始
し
た
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
い
う
。）
は
、
令
和
6
（
2

�
0
�2�

4
）
年
に
10
年
の
節
目
を
迎
え
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
10
年
を
振
り
返
る
コ
メ

ン
ト
や
連
携
事
業
例
等
の
展
示
を
令

和
6
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

際
に
作
成
し
た
展
示
用
の
パ
ネ
ル

を
活
用
し
、
令
和
7
年
5
月
12
日

（
月
）
～
6
月
20
日
（
金
）
に
か
け

て
、
左
記
の
と
お
り
巡
回
展
示
を
実

施
し
ま
し
た
。
東
京
区
政
会
館
か
ら

場
所
を
移
し
、
展
示
を
実
施
し
た
こ

と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
層
の
周

知
や
包
括
連
携
協
定
を
よ
り
強
固

に
す
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

◆
展
示
内
容

�

23
区
と
各
地
域
の
交
流
実
績
を

パ
ネ
ル
で
紹
介

�

包
括
連
携
協
定
締
結
企
業
の
コ

メ
ン
ト
を
紹
介

◆
会
場

E
C
O
M
駿
河
台　

2
階

（
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
3
︱
11
︱
1
）

※�

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
会
社
の
関
連
施
設
で
、

環
境
や
自
然
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
発
信
し
、

地
域
の
交
流
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
施
設
。

特
別
区
長
会
と
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
会
社
は
、

幅
広
い
分
野
で
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
層
の
推
進
に
と
も
に
取
り
組
む
た
め
、
令
和
元
年

9
月
11
日
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
・
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

東
京
区
政
会
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
紹
介
展
示
「
特
別

区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
開
設
20
周
年
を
迎
え

て
」
を
開
催
し
ま
す
。

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン

タ
ー
と
い
う
。）
は
、
特
別
区
（
東
京
23
区
）
の
行
政

資
料
や
地
方
自
治
に
関
す
る
資
料
を
収
集
・
提
供
す
る

専
門
図
書
館
と
し
て
設
立
さ
れ
、
特
別
区
が
発
行
す
る

計
画
書
・
報
告
書
や
、
歴
史
的
資
料
等
を
幅
広
く
取
り

揃
え
て
い
ま
す
。

本
展
示
で
は
、
開
設
か
ら
20
年
目
を
迎
え
た
セ
ン
タ
ー

の
歩
み
を
振
り
返
り
、
こ
れ
ま
で
に
収
集
・
提
供
し
て
き

た
資
料
や
、
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
公
益
財
団
法
人
特
別

区
協
議
会
の
事
業
に
つ
い
て
も
幅
広
く
紹
介
し
ま
す
。

本
展
示
が
、
特
別
区
の
自
治
の
未
来
に
つ
い
て
考

え
、
主
体
的
に
地
域
に
関
わ
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

【
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
紹
介
展
示
】

●
展
示
期
間

令
和
7
年
9
月
2
日
（
火
）
～
10
月
30
日
（
木
）

（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
展
示
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日　

9
時
か
ら
20
時
30
分
ま
で

土
曜
日　
　
　
　
　

9
時
か
ら
17
時
ま
で

※�

展
示
期
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
公

財
）
特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
の

上
、
ご
来
館
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
の
様
子

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構

調
査
研
究
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

全
国
連
携
巡
回
展
示
「
10
周
年
活
動

紹
介
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し
ま
し
た

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

紹
介
展
示
を
開
催
し
ま
す

報告順 テーマ名（提案区）

① 生活保護受給者の日常生活上の支援の現状と今後の課題（大田区提案）

② 生成AIを活用した特別区におけるDXの推進（葛飾区提案）

③ 区民等の理解と信頼を深めるための情報発信のあり方（港区提案）

④ 特別区における老朽マンション対策の推進（大田区提案）

⑤ 帰宅困難者対策における初動対応体制の確立に向けた取組み（港区提案）

機構YouTube
チャンネル
QRコード報告会の様子
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■
令
和
6
年
度
の
認
定
状
況

特
別
区
非
常
勤
職
員
の
災
害
認
定
件

数
は
、
公
務
災
害
が
40
件
、
通
勤
災
害

が
9
件
の
合
計
49
件
で
し
た
。

公
務
災
害
に
お
け
る
傾
向
は
、
職
種

別
で
は
、
最
も
多
い
の
が
「
4
各
種
指

導
員
」
で
37
・
5
％
、
次
は
「
5
事
務

補
助
」
で
32
・
5
％
と
続
き
ま
す
。
年

齢
別
で
は
、
60
歳
台
が
45
％
、
50
歳
台

が
22
・
5
％
で
、
こ
の
年
齢
層
で
全
体

の
6
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

通
勤
災
害
の
傾
向
は
、
自
転
車
走
行

中
の
事
故
が
55
・
6
％
、
歩
行
中
の
事

故
と
電
車
・
駅
構
内
の
事
故
が
い
ず
れ

も
22
・
2
％
で
あ
り
、
年
齢
別
で
は
、

50
代
以
降
で
約
9
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

■
公
務
（
通
勤
）
災
害
制
度
に
つ
い
て

業
務
中
又
は
出
退
勤
中
の
事
故
に
つ

い
て
公
務
（
通
勤
）
災
害
（
以
下
「
公

務
災
害
等
」
と
い
う
。）
と
認
定
さ
れ

る
と
、
医
療
機
関
で
か
か
っ
た
診
療
費

や
休
業
に
伴
う
補
償
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
常
勤
又
は
非
常
勤
の
職

員
で
あ
る
か
、
勤
務
先
が
本
庁
舎
又
は

教
育
施
設
か
等
で
補
償
の
実
施
機
関
が

異
な
り
ま
す
。
災
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
に
は
、
所
属
区
・
組
合
の
公
務

災
害
担
当
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
務
災
害
等
に
係
る
補
償
は

公
費
で
行
わ
れ
る
た
め
、
一
部
で
補
償

制
限
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
主
治
医
の
判
断
で
検
査
の
た
め

別
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
場
合
は
療

養
上
必
要
な
転
医
と
し
て
認
め
ら
れ
ま

す
が
、
医
療
上
又
は
社
会
通
念
上
必
要

と
認
め
ら
れ
な
い
転
医
の
場
合
は
、
療

養
費
の
一
部
が
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
令
和
6
年
10
月
か
ら
医
薬

品
の
自
己
負
担
の
仕
組
み
が
変
わ
り
、

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）

が
あ
る
薬
に
つ
い
て
、
先
発
医
薬
品
を

本
人
が
希
望
す
る
場
合
に
は
特
別
料
金

が
発
生
し
ま
す
。
公
務
災
害
等
の
療
養

の
た
め
で
あ
っ
て
も
、
特
別
料
金
分
に

つ
い
て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、

療
養
中
は
自
己
判
断
せ
ず
に
、
主
治
医

の
指
示
を
仰
ぐ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
災
害
を
防
ぐ
た
め
に

「
作
業
中
に
指
を
は
さ
む
」「
段
差
に

つ
ま
づ
く
」
な
ど
、
油
断
や
環
境
要
因

に
よ
る
公
務
災
害
等
が
度
々
発
生
し
て

い
ま
す
。
災
害
は
一
度
発
生
す
る
と
、

職
場
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
災
害

に
遭
っ
た
人
も
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い

る
人
も
、
つ
ら
い
思
い
を
し
ま
す
。
日

頃
の
注
意
喚
起
や
声
掛
け
等
を
積
極
的

に
行
い
、
災
害
件
数
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
厚
生
部
）

令和6年度　特別区非常勤職員の 
公務災害・通勤災害について

公務災害認定内訳� （令和6年4月分～令和7年3月分）

1　職種別� （単位：件、％）

令和6年度 前年度	
件数件数 割合

1 区議会議員 0 − 1
2 保 育 士 等 6 15.0 6
3 給食調理等 0 − 3
4 各種指導員 15 37.5 17
5 事 務 補 助 13 32.5 9
6 用 務 補 助 0 − 3
7 作 業 員 0 − 0
8 福祉協力員 1 2.5 0
9 徴収嘱託員 0 − 0
10 施設管理等 0 − 0
11 警 備 員 0 − 0
12 児童厚生員等 4 10.0 4
13 選 挙 関 係 0 − 0
14 栄 養 士 0 − 0
15 介 添 員 0 − 8
16 一般業務補助 0 − 0
17 清 掃 関 係 1 2.5 1
18 そ の 他 0 − 1

計 40 53

2　年齢層別� （単位：件、％）

年齢層
令和6年度 前年度	

件数件数 割合

10代 0 − 1

20代 2 5.0 2

30代 1 2.5 1

40代 5 12.5 6

50代 9 22.5 19

60代 18 45.0 17

70代 5 12.5 7

80代 0 − 0

計 40 53

3　男女比� （単位：件、％）

令和6年度 前年度	
件数件数 割合

男性 7 17.5 8

女性 33 82.5 45

計 40 53

通勤災害認定内訳� （令和6年4月分～令和7年3月分）

1　職種別� （単位：件、％）

令和6年度 前年度	
件数件数 割合

1 区議会議員 0 − 0
2 保 育 士 等 0 − 0
3 給食調理等 0 − 0
4 各種指導員 2 22.2 5
5 事 務 補 助 7 77.8 11
6 用 務 補 助 0 − 0
7 作 業 員 0 − 0
8 福祉協力員 0 − 0
9 徴収嘱託員 0 − 0
10 施設管理等 0 − 0
11 警 備 員 0 − 0
12 児童厚生員等 0 − 0
13 選 挙 関 係 0 − 0
14 栄 養 士 0 − 0
15 介 添 員 0 − 0
16 一般業務補助 0 − 0
17 清 掃 関 係 0 − 0
18 そ の 他 0 − 0

計 9 16

2　年齢層別� （単位：件、％）

年齢層
令和6年度 前年度	

件数件数 割合

10代 0 − 0

20代 0 − 1

30代 0 − 2

40代 1 11.1 2

50代 6 66.7 4

60代 1 11.1 6

70代 1 11.1 1

80代 0 − 0

計 9 16

3　男女比� （単位：件、％）

令和6年度 前年度	
件数件数 割合

男性 0 − 1

女性 9 100.0 15

計 9 16
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路
上
生
活
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
中

央
寮
を
開
設

令
和
7
年
8
月
4
日
に
千
代
田
区
、

中
央
区
、
港
区
、
新
宿
区
で
構
成
さ
れ

る
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
新
た
に
路
上
生

活
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ

ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
中
央
寮
を
開
設

し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
は
、
路
上
生
活
者
の
一
時
的

な
保
護
及
び
就
労
に
よ
る
自
立
を
支
援

す
る
た
め
、
特
別
区
と
東
京
都
が
共
同

し
て
設
置
・
運
営
し
て
い
る
施
設
で
す
。

今
回
開
設
し
た
中
央
寮
は
、
利
用
者

へ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
配
慮
や
感
染
症

対
策
の
必
要
性
等
か
ら
、
全
室
個
室
と

し
て
い
ま
す
。
全
室
個
室
の
セ
ン
タ
ー

は
、
現
在
運
営
中
の
大
田
寮
、
江
戸
川

寮
、
北
寮
に
続
き
4
施
設
目
で
す
。

◆�

就
労
活
動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
で
、

就
職
率
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
自
立
支
援

事
業
で
は
、
特
別
区
内
に
お
い
て
路
上

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
や
そ

の
お
そ
れ
の
あ
る
方
に
対
し
、
就
労
に

よ
る
自
立
・
円
滑
な
地
域
移
行
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
就
労
に
よ
る
自
立
に
向

け
て
、
多
様
化
す
る
就
職
活
動
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
今
年
度
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
面
接
等
に
活
用

で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（W

i-Fi

）

環
境
を
、
全
て
の
セ
ン
タ
ー
の
食
堂
又

は
就
労
活
動
室
に
整
備
し
ま
し
た
。
求

職
情
報
や
技
能
訓
練
等
の
機
会
の
提
供

に
加
え
、W

i-Fi

の
活
用
に
よ
り
利
用

者
の
就
職
活
動
の
幅
が
広
が
る
こ
と
か

ら
、
就
職
率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

特
別
区
人
事
・
厚
生

事
務
組
合
と
運
営
委
託

事
業
者
は
、
こ
れ
ま
で

各
セ
ン
タ
ー
で
培
わ
れ

た
経
験
や
成
果
を
活
か

し
、
セ
ン
タ
ー
設
置
区

を
は
じ
め
と
し
た
各
特

別
区
、
東
京
都
、
関
係

機
関
等
と
連
携
し
て
、

路
上
生
活
者
対
策
支
援

事
業
の
更
な
る
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生

事
務
組
合
厚
生
部
）

特
別
区
職
員
研
修
所
で
は
、
共
同
研

修
を
充
実
・
強
化
す
る
と
と
も
に
23
区

の
人
材
育
成
を
支
援
す
る
目
的
で
、
教

材
開
発
な
ど
の
調
査
研
究
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
特
別

区
職
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
し
て
い

ま
す
。

「
特
別
区
職
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
2

�
0
�2�

5
」
は
、
23
区
を
取
り
巻
く
行
政
課
題
、

地
方
自
治
・
税
財
政
制
度
、
特
別
区
制

度
の
沿
革
、
組
織
と
仕
事
の
進
め
方
な

ど
、
23
区
で
働
く
職
員
に
必
要
と
考
え

ら
れ
る
基
礎
的
な
知
識
を
、
分
か
り
や

す
い
表
現
で
網
羅
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
書
は
、
職
員
だ
け
で
は
な

く
、
23
区
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
に
も
、

お
す
す
め
で
き
る
一
冊
で
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
特
別
区
職
員
研
修
所
）

路
上
生
活
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
中
央
寮
を
開
設
し
ま
し
た

「
特
別
区
職
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
２
０
２
５
」
の
ご
紹
介

定価　1,100円（10％税込）

○「特別区職員ハンドブック2025」構成

第Ⅰ編
特別区と区政

第1章　23区のすがた
第2章　23区の現況
第3章　区民のくらしと区政
第4章　人権

第Ⅱ編
自治制度と特別区

第1章　地方自治制度
第2章　地方税財政制度
第3章　地方分権
第4章　特別区制度の沿革

第Ⅲ編
組織と仕事

第1章　組織と職員
第2章　区政の運営
第3章　人事
第4章　財務
第5章　文書

○購入場所等

購入場所 問い合わせ先

特別区自治情報・交流センター 東京区政会館4階 03－5210－9051

くまざわ書店 都庁店 都庁第一本庁舎2階 03－5320－7537

都政新報社（発行元） 03－5330－8788

コンテン堂（電子書籍ストア） 電子書籍（EPUB版） https://contendo.jp/

居室

浴場 外観
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研修名：説明力・交渉力強化（第4回）
対　象：係長級以下の職員
内　容：①これで交渉成立！めざすべき交渉のあり方
（予定）　②交渉成功のカギ　～話す・聞く能力	 ⑤合意形成を踏まえた主張法
　　　　③交渉に欠かせない表現力・説明力	 ⑥交渉を優位に進めるテクニック
　　　　④合意形成へ導く傾聴技法	 ⑦さらに説明力・交渉力を強化するために

●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）
専門研修

地区計画①② 10月上～中旬 地区計画を担当する職務経験1、2年程度の職員
地域保健 10月上～中旬 保健所・保健センター等に勤務する保健師・栄養士・歯科衛生士等
中堅保育士① 10/6（月）・10/10（金） 保育・子育て支援に携わる職務経験が概ね10年以上の職員
大人の発達障害 10月中旬 発達障害のある人への支援に携わる職員

課税① 10/20（月）～10/22（水）・
10/24（金） 住民税賦課事務を担当する職務経験2年程度の職員

高齢者地域支援 10/20（月） 高齢者施策、高齢者保健福祉に携わる職務経験2年以上の職員
河川 10/28（火）・10/29（水） 河川に関連する業務を担当する職員
構造 10月下旬 建築構造審査を担当する職務経験1、2年程度の職員

児童相談所関連研修
一時保護施設管理者及び
指導教育担当職員研修 10月上旬 一時保護施設の管理者および指導教育担当職員（一時保護施設における業務又は児童相談所におけ

る児童の福祉に係る相談援助業務に通算しておおむね5年以上従事した経験を有するもの）

児童福祉司任用後研修① 10月上～下旬
（1）児童福祉司として任用後1年目の職員（前記根拠：児童福祉法第13条第9項）
（2）子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
※�児童相談所設置区以外の職員も受講可能だが、法律で義務付けられた研修を受講したことを証明
する修了証は交付されない

児童心理司（基礎）Ⅱ 10月中～下旬 （1）児童心理司　（2）心理職として採用された職員
児童心理司（応用）Ⅰ 10月下旬 （1）児童心理司　（2）心理職として採用された職員

ステップアップ研修
思考力・論理構築力向上⑤ 10/20（月） 係長級以下の職員 ★主任の職員
対話による
ポジティブ・アプローチ④ 10/16（木）・10/17（金） 係長級以下の職員 ★主任の職員

説明力・交渉力強化④ 10/1（水）・10/2（木） 係長級以下の職員 ★�区民対応などの業務を円滑に行うため、分かりやすい説明や交渉力を身
につけたい主任以下の職員

コミュニケーション
スキルアップ④ 10/14（火） 全 職 員 ★�区民や職場の同僚との良好な関係構築に向けた、コミュニケーションス

キルを身につけたい採用2～6年目程度の職員
集客力を高めるチラシ・
伝わる資料のつくり方④ 10/29（水） 主 任 以 下 の 職 員 ★�区民向け講座などの企画や募集チラシ作成を担当する主任以下の職員

協働型リーダーシップ⑤ 10/20（月） 主 任 以 下 の 職 員
★�リーダーの役割や、上司・部下・同僚との関わり方を学ぶことで、職場
のモチベーション向上や業務改善・職場改善に貢献したいと考えている
主任の職員

メンタルヘルス
マネジメント③ 10/10（金） 係 長 級 の 職 員 ★�メンタルヘルスについての正しい知識とメンタルヘルス不調の予防や早期

発見・早期対応方法等のマネジメント知識を身につけたい係長級の職員

チームリーダーとしての
基礎力向上③ 10/6（月）・10/23（木） 主任及び係長級の職員

★�（1）�タイムマネジメント、危機管理、目標管理及び業務改善などのマネ
ジメントスキルの基礎を効率よく体系立てて学びたい係長級の職員

　（2）�係長昇任前にリーダーとしての必要な知識を学び、自身の職務遂
行能力向上を図りたいと考えている主任の職員

サポート研修

行政法② 10/9（木）・10/10（金） 主 任 以 下 の 職 員 ★�行政法の基礎知識を学び、行政職員としてその知識を仕事に役立てたい
職員

試行研修
子どもの権利擁護 10月上旬 （1）児童相談所、こども家庭センター等の職員　（2）子ども家庭福祉行政に携わる職員

※紙面の都合上、10月に実施する研修の一部を紹介しています。
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や申込期限（研修実施日よ
り一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。

※研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（https://www.union.tokyo23city.lg.jp/kenshu/kenshujotop/index.html）もご覧ください。
� （特別区職員研修所）

特別区職員研修所からのご案内

10月の研修メニューを紹介します

特別区職員向けのページです。

日時：�10月1日（水）、2日（木）	
9：00～17：00
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東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
9月開講講座のご案内です！！

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp
Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

●�暮らしの中のマーケティング2	
「売れるしくみ」を創るためには� 【講座コード：2521E002】

　マーケティングの基礎から学び、マーケティングの考え
方を理解するための講座です。
　企業は「売れるしくみ」をつくるために、需要を創造す
る努力をします。需要はどのように創られるのでしょう
か。マーケティングが「需要創造の科学」と呼ばれる所以
はどのようなものでしょうか。また市場環境の変化に対し
て企業はどのように対応していくのでしょうか。
　需要を創り出す企業の活動と環境の変化への対応行動を

具体的に学んでいきます。

講　師：小泉 徹　東京都立大学 名誉教授
日　時：�9月1日（月）、8日（月）、22日（月）、29日（月）	

19：00～20：30（全4回）
受講料：10,100円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）

●�機械学習を体験してみよう	
社会人向けデータサイエンス入門プログラム� 【講座コード：2521G110】

　機械学習は、知的な機械が与えられたデータを元に学習
し、自律的に法則やルールを見つけ出す手法です。本講座
では、機械学習が得意とする「予測」「判別」「分類」「識
別」について、これらを実現するための理論を学び、
Excelを用いてコンピュータへの実装を実習することに
よって、機械学習を体験します。
※�Zoomを使用します。また、Excelを使用できるPCを用
意して受講することを推奨します。

各回について
・第1回　「予測」のための回帰分析
　�結果となる数値と要因となる数値の関係を調べて、それ
ぞれの関係を明らかにする手法を学びます。これによ
り、未知の結果を予測することができます。
・第2回　「判別」のためのサポートベクターマシン
　�2つのクラスのデータ群を分割するような境界線（超平
面）を求める手法を学びます。

　�これにより、新しくデータが追加されても正しく判別す
ることを目指します。
・第3回　「分類」のためのk平均法
　�互いに近いデータ同士は同じグループであるという考え
に基づき、与えられたデータを事前に決めたグループ数
k個に分類（クラスタリング）する手法を学びます。
・第4回　「識別」のためのニューラルネットワーク
　�人間の脳の神経回路の構造を数学的に表現する手法を学
びます。主に音声や画像などのパターンを識別するのに
利用され、ここでは数字を識別する例を挙げます。

講　師：山下 英明　東京都立大学 学長特任補佐
日　時：�9月4日（木）、11日（木）、18日（木）、25日（木）	

18：30～20：00（全4回）
受講料：10,100円
場　所：オンライン
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令和6年度　 
東京二十三区清掃一部事務組合の決算概要

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

は
、「
基
本
計
画
・
実
施
計
画
」
に
基

づ
き
、
一
般
廃
棄
物
の
全
量
中
間
処
理

を
担
い
、
区
民
の
信
頼
に
応
え
る
べ
く

安
全
か
つ
安
定
し
た
清
掃
工
場
等
の
効

率
的
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
6
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

額
は
9
9
6
億
9
3
0
0
万
円
で
、
4

回
の
補
正
予
算
編
成
後
の
最
終
予
算
額

は
1
0
1
2
億
2
6
0
0
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

決
算
額
は
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り

で
、
歳
入
が
1
0
1
2
億
7
8
1
0
万

1
9
5
8
円
（
対
前
年
度
12
・
3
％

増
）、
歳
出
が
9
8
3
億
7
2
1
4
万

8
0
3
5
円
（
対
前
年
度
15
・
6
％
増
）

で
す
。
決
算
状
況
の
詳
細
は
「
予
算
執

行
の
実
績
報
告
」
や
「
財
政
レ
ポ
ー
ト
」

と
し
て
、
9
月
下
旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
公
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

歳
入　

清
掃
工
場
建
替
工
事
な
ど
施

設
整
備
費
の
増
に
伴
い
、
国
庫
補
助
金

は
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
自
主
財
源
で

あ
る
電
力
売
払
収
入
は
、
売
電
単
価
の

下
落
に
よ
り
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、

廃
棄
物
処
理
手
数
料
は
、
持
込
ご
み
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
よ
り
増
収
と

な
り
ま
し
た
。

歳
出　

前
年
度
に
引
き
続
き
清
掃
工

場
の
建
替
工
事
及
び
延
命
化
工
事
、
中

防
不
燃
・
粗
大
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
埋
立
処
分
量
の
削
減
を

図
る
た
め
、
引
き
続
き
焼
却
灰
の
資
源

化
を
実
施
し
、
経
費
は
56
億
6
6
6
万

7
9
6
9
円
（
10
万
1
9
8
5
ト
ン
）

で
し
た
。

決
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

歳
入
決
算
の
概
要

◎
分
担
金
及
び
負
担
金

�

4
8
0
億
円

23
区
か
ら
の
分
担
金
収
入
で
す
。

◎
使
用
料
及
び
手
数
料

�

1
4
8
億
8
7
1
万
6
7
9
6
円

廃
棄
物
処
理
手
数
料
（
1
4
7
億
9

9
5
8
万
2
3
6
2
円
）
な
ど
で
す
。

◎
繰
入
金

�

37
億
7
7
0
9
万
5
0
0
0
円

特
別
区
分
担
金
を
抑
制
す
る
た
め
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
、
財
源

対
策
を
図
り
ま
し
た
。

◎
諸
収
入

�

1
1
7
億
8
0
3
0
万
9
4
6
3
円

ご
み
の
焼
却
熱
を
利
用
し
た
電
力
・

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
売
払
収
入
（
1

�
1
�0�

億
6
4
9
9
万
2
8
3
3
円
）
と
、
ご

み
か
ら
回
収
し
た
鉄
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

な
ど
有
価
物
の
売
払
収
入
等
で
す
。

歳
出
決
算
の
概
要

◎
議
会
費

�

8
4
7
万
8
3
5
4
円

議
会
及
び
議
会
事
務
局
の
運
営
に
要

し
た
経
費
で
す
。

◎
総
務
費

�

12
億
6
7
7
9
万
8
4
3
7
円

本
庁
管
理
経
費
、
安
全
衛
生
経
費
、

企
画
広
報
経
費
な
ど
で
す
。

◎
清
掃
費

�

7
5
2
億
8
5
6
7
万
6
6
2
5
円

施
設
の
管
理
・
運
営
経
費
で
あ
る

「
清
掃
費
」
と
、
建
替
等
の
経
費
で
あ
る

「
施
設
整
備
費
」
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
清
掃
費

�

4
6
9
億
3
2
8
6
万
7
4
6
6
円

こ
の
う
ち
、
清
掃
工
場
等
の
運
営
に

係
る
経
費
は
3
8
3
億
8
1
6
5
万
6

8
4
8
円
、
不
燃
・
粗
大
ご
み
処
理
施

設
の
運
営
に
係
る
経
費
は
60
億
5

�
1
�6�

0
万
8
7
4
0
円
、
し
尿
処
理
施
設
の

運
営
に
係
る
経
費
は
2
億
3
3
5
8
万

4
9
5
5
円
、
焼
却
灰
等
の
埋
立
処
分

に
係
る
経
費
は
22
億
4
3
4
8
万
6

�
0
�0�

円
で
し
た
。

▼
施
設
整
備
費

�

2
8
3
億
5
2
8
0
万
9
1
5
9
円

施
設
整
備
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
ほ

か
、
清
掃
工
場
や
不
燃
・
粗
大
ご
み
処

理
施
設
の
機
能
向
上
を
図
る
た
め
に
要

し
た
経
費
で
す
。

内
訳
は
、
江
戸
川
清
掃
工
場
及
び
北

清
掃
工
場
の
建
替
工
事
、
千
歳
清
掃
工

場
の
延
命
化
工
事
、
中
防
不
燃
・
粗
大

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
工
事
等
で
す
。

◎
職
員
費

�

1
0
9
億
7
2
2
8
万
8
9
9
5
円

本
庁
及
び
清
掃
工
場
等
に
勤
務
す
る

職
員
の
人
件
費
で
す
。

◎
公
債
費

�

54
億
2
7
8
1
万
6
2
4
円

組
合
債
の
元
金
及
び
利
子
の
償
還
に

要
し
た
経
費
で
す
。

◎
諸
支
出
金

�

54
億
1
0
0
9
万
5
0
0
0
円

年
度
間
の
調
整
財
源
と
し
て
、
財
政

調
整
基
金
へ
の
積
立
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
6
年
度
か
ら
新
た
に
施
設

整
備
基
金
を
創
設
し
、
将
来
の
施
設
整

備
の
た
め
に
積
立
を
行
い
ま
し
た
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
部
財
政
課
）

◎ 

職
員
費

�

1
0
2
億
6
8
3
2
万
9
7
3
9
円

本
庁
及
び
清
掃
工
場
等
に
勤
務
す
る

職
員
の
人
件
費
で
す
。

◎ 

公
債
費

�

44
億
4
0
9
0
万
9
3
5
9
円

組
合
債
の
元
金
及
び
利
子
の
償
還
に

要
し
た
経
費
で
す
。

◎ 

諸
支
出
金

�

66
億
2
5
2
2
万
1
0
0
0
円

年
度
間
の
調
整
財
源
と
し
て
、「
財

政
調
整
基
金
」
へ
の
積
立
て
を
行
い
ま

し
た
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
部
財
政
課
）

令和6年度　東京二十三区清掃一部事務組合決算額 （単位：千円）

分担金及び
負担金

（特別区分担金）
48,000,000
（47.4%）

使用料
及び手数料
14,808,717
（14.6%）

国庫支出金
6,137,692
（6.1%）

財産収入
92,929
（0.1%）

寄附金
3,736
（0.0%）

繰入金
3,777,095
（3.7%）

繰越金
5,119,624
（5.1%）

諸収入
11,780,309
（11.6%）

組合債
11,558,000
（11.4%）

組合債
11,558,000
（11.4%）

総務費
1,267,798
（1.3%）

清掃費
（清掃費）
46,932,868
（47.7%）清掃費

（施設整備費）
28,352,809
（28.8%）

公債費
5,427,811
（5.5%）

諸支出金
5,410,095
（5.5%）

議会費
8,478
（0.0%）

職員費
10,972,289
（11.2%）

歳入
101,278,102

歳出
98,372,148
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東
京
二
十
三
区
清
掃
協
議
会
（
以
下

「
清
掃
協
議
会
」
と
い
う
。）
は
、
23
区

と
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

の
事
務
の
一
部
を
管
理
・
執
行
す
る
た

め
の
組
織
で
、
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬

に
係
る
契
約
事
務
及
び
一
般
廃
棄
物
処

理
業
等
の
許
可
事
務
並
び
に
そ
れ
ら
の

連
絡
調
整
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
6
年
度
の
決
算
額
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

歳
入�
1
2
3
4
万
6
3
0
2
円

清
掃
協
議
会
は
、
主
に
各
区
か
ら
の

負
担
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
の
歳
入
と
し
て
、
前
年
度

か
ら
の
繰
越
金
及
び
諸
収
入
と
し
て
、

預
金
利
子
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
負
担
金�

9
2
0
万
円

�

（
各
区
均
等
割
）

◎
繰
越
金�

3
1
4
万
1
0
0
3
円

◎
諸
収
入�

5
2
9
9
円

歳
出�

7
2
3
万
3
1
7
6
円

◎
総
務
管
理
費

▼
管
理
費�

4
4
7
万
8
3
2
3
円

�　

清
掃
協
議
会
事
務
局
の
総
務
及
び

清
掃
協
議
会
の
会
議
体
の
運
営
に
関

わ
る
事
務
を
行
い
ま
し
た
。

◎
管
理
執
行
費

▼
雇
上
契
約
事
務
費

�

1
万
1
4
3
3
円

�　

清
掃
車
の
雇
上
契
約
に
関
わ
る
事

務
を
行
い
ま
し
た
。

▼
許
可
事
務
費

�

2
5
6
万
5
7
7
2
円

�　

一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
の
許
可
に

関
わ
る
事
務
を
行
い
ま
し
た
。

◎
連
絡
調
整
費

▼
車
両
事
務
費�

6
万
9
2
4
0
円

�　

清
掃
車
両
の
仕
様
の
調
整
に
関
わ

る
事
務
を
行
い
ま
し
た
。

▼
連
絡
調
整
事
務
費

�

10
万
8
4
0
8
円

�　

M
C
A
無
線
機
の
借
上
げ
に
関
わ

る
事
務
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
に
お
け
る
23
区
の
ご
み

量
は
、
区
収
集
及
び
持
込
ご
み
量
を
合

わ
せ
て
、
2
4
5
万
2
6
0
3・6‌

8
ト

ン
で
し
た
。

前
年
度
と
比
較
し
て
、
区
収
集
は

3
万
6
9
7
0
・
9‌

7
ト
ン
減
少
し
、

持
込
ご
み
は
4
0
1
5
・
3‌

5
ト
ン
増

加
し
ま
し
た
。
全
体
で
は
3
万
2

�
9
�5�

5
・
6‌

2
ト
ン
減
少
し
ま
し
た
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
部
事
業
調
整
課
）

令和6年度　 
東京二十三区清掃協議会の決算概要

歳　入
12,346

歳　出
7,233

令和6年度　東京二十三区清掃協議会決算額（単位：千円）

負担金
9,200

（74.5%）

負担金
9,200

（74.5%）

繰越金
3,141

（25.4%）  

諸収入
5

（0.0%）

総務
管理費
4,478

（61.9%）

管理
執行費
2,577

（35.6%）

連絡
調整費
178

（2.5%）

東京23区のごみ量

種　別
区収集及び持込ごみ量（t） 前年度比

（％）令和6年度 令和5年度

区 収 集 1,611,865.64 1,648,836.61 97.8

可　燃 1,522,235.29 1,555,840.24 97.8

（うち管路ごみ） （3,541.34） （3,431.98） 103.2

不　燃 24,320.38 25,728.49 94.5

粗　大 65,309.97 67,267.88 97.1

持　込 840,738.04 836,722.69 100.5

計 2,452,603.68 2,485,559.30 98.7

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500
［単位：千トン］ 区収集ごみ量の推移

令和元 2 3 5 64平成30
［年度］

持込

1,766 1,782

988 984 738 766 828 837

1,821 1,767 1,712 1,649

841

1,612

注）表とグラフの数値について、端数処理のため、内訳と合計が一致しない場合があります。

令
和
6
年
度　

東
京
23
区
の
ご
み
量
に
つ
い
て
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　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

5 6/30～7/4 13,768,698,610円 1,479,009人 2,753,739,720円 295,802人 9,310円 99.8% 96.2% 103.8%
6 7/14～7/18 8,650,838,910円 848,876人 1,730,167,780円 169,775人 10,190円 90.6% 79.5% 113.9%

※7月1日第6競走は、枠内で競走を中止した馬の影響により、ゲートを引き込むことができず、競走に重大な支障があったため、不成立とした。

令和6年度　特別区競馬組合の決算概要
1　競馬事業の状況

令和6年度の東京シティ競馬（TCK）は、全19開催、99日にわたり開催しました。新たなダート競走体系のもと創設した「3
歳ダート三冠競走」の幕開けに伴い、オンラインや競馬場での観戦環境の充実を図りました。競馬場内では、お客様のニー
ズに応え、スタンドL-WING4階指定席のグループ席やキャッシュレス決済対応投票端末の導入エリアを拡大しました。第70
回東京ダービー（JpnⅠ）からは、競走馬のスピードやポジションがリアルタイムでグラフィック表示される競走馬トラッキング
システムを導入し、より分かりやすいレース映像の提供を開始しました。また、「3歳ダート三冠競走」の羽田盃（JpnⅠ）、東
京ダービー（JpnⅠ）、ジャパンダートクラシック（JpnⅠ）は、全国の競馬ファンから注目されるレースとなり、3競走とも売上レ
コードを更新しました。12月29日実施の第70回東京大賞典（GⅠ）において、1レースの売上が9,492,077,400円、当日の売上
が13,955,668,250円を記録し、2年連続で地方競馬1レースの売上レコード及び地方競馬1日の売上レコードを更新しました。
そうした中で、令和6年度の総売得金額は、2,037億6,551万770円となり、2年連続で年間2,000億円を超えました。総
利用人員については、2,326万4,627人、1日平均は23万4,996人で前年度比103.3％となりました。

2　決算概要
令和6年度の競馬事業損益計算による当年度純利益は、
175億5百万円となりました。
営業収益は2,170億1千4百万円で、主な内訳は大井競馬の
勝馬投票券発売収入等からなる競馬開催収益2,055億3千3
百万円と他の競馬場の勝馬投票券を場外発売すること等に
よる場外業務収益114億1千6百万円などとなっています。
営業費用は1,992億5千7百万円で、このうち大井競馬の開
催に要する競馬開催費用1,920億7千9百万円、次いで他の競
馬場の勝馬投票券を場外発売するための経費である場間場
外費用64億9千8百万円、什器備品等の資産のうち令和6年
度に費用化した償却費4億3千8百万円などとなっています。
営業収益から営業費用を差し引いた本業の利益である
営業利益は、177億5千7百万円となりました。
また、営業外収益9億2千4百万円と営業外費用11億5千8
百万円を営業利益に増減した経常利益は175億2千3百万円
となりました。これに、特別利益と特別損失との差額を
加えたものが当年度純利益175億5百万円となります。

3　損益状況及び特別区分配金の推移
過去の損益状況についてみると、平成22年度以降黒字決
算を続けています。特別区分配金については、令和3年度
以降1区あたり6億円、総額138億円を支出しています。最
近5年間の純利益及び特別区分配金の状況は、別表のとお
りです。引き続き「23区財政への寄与」という特別区競馬
組合の目的を達成できるよう、責務を果たしてまいります。

（競馬事務局　経理課）

	 令和6年度競馬事業損益計算書� （単位：百万円）

金額 内　　容

営　業　収　益 217,014

【
内
　
訳
】

競馬開催収益 205,533 大井競馬の勝馬投票券発売収入等

場外業務収益 11,416 他の競馬場の勝馬投票券を場外発売することでの収益

そ の 他	
営 業 収 益 65

営　業　費　用 199,257

【
内
　
訳
】

競馬開催費用 192,079 大井競馬開催に要する経費

場間場外費用 6,498 他の競馬場の勝馬投票券を場外発売するための経費

一般管理費 242

償 却 費 438 什器備品等の減価償却費

営　業　利　益 17,757 【営業収益－営業費用】

営 業 外 収 益 924 受取利息や東京都競馬株式会社の株式配当金等

営 業 外 費 用 1,158 各区への東京都競馬株式会社の株式配分金及び公課費等

経　常　利　益 17,523 【営業利益＋営業外収益－営業外費用】

特 別 利 益 0

特 別 損 失 18 固定資産除却損

当年度純利益 17,505 【経常利益＋特別利益－特別損失】

※百万円単位で端数処理を行っています。

当期純利益及び特別区分配金の推移
決算
年度

令　和
２年度

令　和
３年度

令　和
４年度

令　和
５年度

令　和
６年度

当　期
純利益 143億円 162億円 180億円 181億円 175億円

分配金
総　額 115億円 138億円 138億円 138億円 ※

一区あたり
の分配額     5億円     6億円     6億円     6億円 ※

※令和6年度の分配金については未定です。
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黒潮盃（SⅢ）
●8月13日（水）
●1,800m
地方競馬所属の若駒によって争われる、3歳中距離路線のSⅢ競走。3歳ダート三冠競走の路線で鎬を
削ってきた実績馬と、今秋以降の飛躍を期す新興勢力が全国各地から集う一戦です。第1回が施行され
たのは昭和42年で、当初は南関東地区の3歳クラシック競走に向けた前哨戦と位置付けられていまし
たが、第33回（平成11年）以降は施行時期が8月上旬～8月中旬に移動。第37回（平成15年）が東
日本地区交流競走として実施された後、第38回（平成16年）から地方競馬全国交流競走として実施
されるようになりました。

アフター5スター賞
（SⅢ）
●9月3日（水）
●1,200m

南関東所属のトップホースによって争われる、古馬短距
離路線のSⅢ競走。第1回（平成6年）から第8回（平成
13年）までは1,800mのコースで施行されていました
が、新スタンド建替えに伴いゴール位置を変更していた
第9回（平成14年）が1,790mのコースで、第10回（平
成15年）が1,190mのコースで施行され、第11回（平
成16年）以降は1,200mのコースが舞台となりました。

ゴールドジュニア
（SⅢ）
●9月4日（木）
●1,400m

南関東所属の若駒によって争われる、2歳戦線のSⅢ競
走。令和元年までは準重賞の「ゴールドジュニアー」とし
て施行されていました。第1回（令和2年）は1,400mの
コースで、第2回（令和3年）から第4回（令和5年）まで
は1,200mのコースで施行され、第5回（令和6年）から
は再び1,400mのコースが舞台となっています。

東京記念
（SⅡ）
●9月17日（水）
●2,400m

南関東所属のトップホースによって争われる、長距離路
線のSⅡ競走。昭和39年に第1回が施行された「東京オ
リンピック記念」を前身としており、第15回（昭和53
年）から現在の名称に改められました。第1回から変わ
ることなく2,400mのコースで実施されている伝統の長
距離重賞です。

9月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

1 2 3 4 5 6 7 8 9

大井競馬開催

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

川崎競馬開催

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

船橋競馬開催

浦和競馬開催

8月の開催予定
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1 2 3 4 5 6 7 8 9

大井競馬開催

黒潮盃
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川崎競馬開催 川崎競馬開催

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

船橋競馬開催 船橋競馬開催

浦和競馬開催

東京記念

大井競馬開催

ゴールドジュニア
アフター5スター賞


